近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
７クール日報（２月１８日～２月２２日）
	報告日
天気
	２月１９日（月）
曇りのち雨
気温　最高18度（最低5度）
	報告者
	宮城県＠佐藤，髙橋，
岩手県＠菊地，前川，
青森県＠芳賀，井筒，
高知県＠森下，
愛媛県＠井上，
香川県＠池西，
徳島県＠吉田
※文中チームメンバー敬称略


	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:10　　宿舎出発
7:40　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:30　　個人Ｖ受付
9:00  　  調査班（現地調査）※一部、資材班手伝い後に出発
9:20　　県Ｖバス到着　オリエンテーション・送り出し（10：00頃完了）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、翌日以降のマッチング調整）
15:00　　現地調査帰還（資料出力等）、マッチング班（活動報告等対応、2/19準備）
17:10　　ミーティング 
18:30　　業務終了　移動（宿舎まで）
19:50　　宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：新規24件／累計559件
・ボランティア（県ボラバス59人、団体3組29人、一般ボラ15人、地元ボラ9人）
・活動件数：25件、→完了18件、継続7件
・現地調査：19件／現地調査数（マッチング待ち）212件、残ニーズ241件
・受付で配布している軽トラ運転者用の付箋の内容（“軽トラ①”など）について、軽トラ1台1台に番号がすでに振り分けられているため、グループ番号と混同するケースあり。
→マッチングNo.を平仮名の「あ」から割り振ることとし、レイアウトを若干変更。試験的に運営し、効果を確認してみる。
・マッチングを終えたボランティアが資機材を持たずに現地へ向かったケースがあった。マッチングの個別オリエンテーションの際に資機材を必ず受け取って現地に向かうよう丁寧に説明する。
・資機材班の混雑を防ぐため、マッチングを終えた際はすぐに外へ送り出すことはせず、他グループの様子をみながら必要に応じてセンター内で待機してもらうよう調整する。
・ボランティアよりゴミ集積所において「土嚢袋をしばらない」「ブルーシートにゴミをくるまない」などの指摘があったことが報告された。
→明日以降のボランティアにおいては、ひとまず指摘があった点についてボランティアに説明し対応する。
・ブロック塀は解体していないとボランティアの活動にならないと説明を受けたという被災者が、自身で解体していたというケースあり。
・ボランティアが作業可能な案件であるため、今後同じようなケースがあった際は、ボランティアを活用できるよう説明する。


	今後の主な予定
	・2月22日（木）に志賀町福祉課と志賀町災害VCとの協議予定。参加ボランティアから報告されるゴミ集積場で指摘された点などについて確認する。

	調整課題・所感等
	・即応できるニーズ数の確保につなげられるよう、RAT等NPO団体へアウトリーチをしていただくよう検討。
・現地調査にて、居住実績のない施設からのボランティア依頼を確認。（町内寺院からのニーズ）
→今後優先順位が低いとされるニーズや危険度判定された（あるいはまだ判定されていない）ニーズに対する取扱いを別途検討予定。


	その他
	




